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４ 実験結果 

４．１ 温度変化によるひずみ 

図-3 に，温度変化-20℃～50℃のひずみ変化

（PL および H-低弾性試験体）を示す． 

-20℃のひずみを基準とした場合，温度が上

がるにつれて，CFRP 板表面と鋼材表面（上フ

ランジ表面）は伸びて，CFRP 板接着下の鋼材

面には縮みが生じている．ゆえに，鋼材が伸び

るのを CFRP 板が抑制していることがわかる． 

４．２ 断面内の温度応力分布 

図-4 に PL 試験体を，図-5 に H 試験体の温

度応力分布を示す．図中の実験値は，室温を基

準とした場合に，(a)相対温度⊿T が約-30℃

（室温～-20℃）と，(b)⊿T が約 40℃（室温～

50℃）で生じた温度応力である．また図中には，

著者らの簡易式 1)と，既往の研究 2)で評価され

ている合成断面理論による CRRP 板接着時の

温度応力の算出式（以下，合成式と称す）で求

められる計算値も表記している． 

図-4, 5 より，PL 試験体および H 試験

体ともに CFRP 板を低弾性から高弾性にす

ることで，CFRP 板接着下の鋼材に生じる

温度応力（L=0.3mm 位置）の絶対値が大

きくなる．これらから，CFRP 板の弾性係

数が高くなることで，鋼材に生じる温度応

力も大きくなることがわかる． 

また，実験値と計算値を比較すると，両

試験体ともに定性的には傾向が概ね合うと

言える．厳密にみると，簡易式では CFRP

板の曲げ剛性の影響を考慮していないため，薄肉鋼板に CFRP 補強のような後者の曲げ剛性が無視できない構造で

は簡易式では CFRP 板に生じる温度応力はやや外れる傾向となる．部材の曲げ剛性や部材厚を考慮する合成式の方

が PL 試験体では一致する傾向にある．一方，H 形鋼への CFRP 補強のような後者の曲げ剛性を無視できると考え

られる構造では，実験値と簡易式の計算値は近い値となる．ゆえに，実橋の桁構造などの大断面では，CFRP 補強

の曲げ剛性を無視できるため，提案する簡易式で温度応力を算出できると言える． 

 

５ おわりに 

 CFRP 板で曲げ補強された鋼材（複合構造試験体）を用いて温度変化実験を実施し，以下の結論が得られた． 

(1) CFRP 板の弾性係数が高くなるにつれて，鋼材に生じる温度応力が大きくなる． 

(2) CFRP 板で曲げ補強した鋼材の温度応力は，提案した簡易式で計算した結果と実際の複合構造体に生じる 

温度応力の実験結果が良い一致を示したことから，提案した簡易式による算出が可能である． 

【参考文献】1) 神薗他, CFRP により曲げ補強された鋼部材の温度変化の影響，第 67 回年土木学会年次学術講演会, CS3-015, 2012.9. 

2) 石川他,CFRP 板が片面に接着された鋼部材に生じる熱応力の低減, 土木学会論文集 A2, Vol.68 No.2, pp.I-703-714, 2012. 
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図-3 温度変化とひずみ変化の関係 
(a) PL-低弾性試験体       (b) H-低弾性試験

(a)⊿T≒-30℃        (b)⊿T≒40℃ 
図-4 PL 試験体の温度応力と計算値 
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図-5 H 試験体の温度応力と計算値 
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